
知的障がいのある児童の学習において、思考の整理を促し、表現する活動の充実に関する実践 

日 時 令和４年９月９日（金） 

対 象 盛岡市立向中野小学校 知的障がい特別支援学級 

指導者 総合教育センター 研修指導主事 藤井 未央 

盛岡市立向中野小学校  教諭 松川 紀子 

１ 単元名 

みちあんないを しよう 

２ 単元の目標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

共通、相違、事柄の順序など情報

と情報との関係について理解する

ことができる。（（２）ア） 

① 相手に伝わるように、行動した

ことや経験したことに基づい

て、話す事柄の順序を考えるこ

とができる。（Ａ（１）イ）

② 伝えたい事柄や相手に応じて、 

声の大きさや速さなどを工夫す

ることができる。（Ａ（１）ウ） 

言葉がもつよさを感じるとともに、

楽しんで読書をし、国語を大切にし

て、思いや考えを伝え合おうとする。 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

共通、相違、事柄の順序など情報

と情報との関係について理解して

いる。（（２）ア） 

① 「話すこと・聞くこと」におい

て、行動したことや経験したこ

とに基づいて、相手に伝わるよ

うに、話す事柄の順序を考えて

いる。（Ａ（１）イ）

② 「話すこと・聞くこと」におい

て、伝えたい事柄や相手に応じ

て、声の大きさや速さなどを工

夫している。（Ａ（１）ウ）

進んで話す事柄の順序を考え、 

学習課題に沿って相手に伝わるよ

うに道案内をしている。 

４ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて 

・道案内を聞きながら、校舎内を歩く体験を通して、道案内に興味をもつことができるようにする。

・単元計画を視覚的に示したり、単元の最後は、担任外の教員に交流学級までの道案内をすることを示した

りすることで、見通しをもって最後まで取り組むことができるようにする。

・交流学級までの道案内をするために、原稿作りを指導者と話し合いながら進めたり、自分に合った方法を

選択したりすることで、道順に沿って事柄を整理することができるようにする。また、道案内の原稿作り

や発表の仕方は、一人一人方法が違ってよいことを共通理解する。

・写真の投影や、プレゼンテーションアプリを活用して、自分に合った方法で道案内をすることができるよ

うにする。

５ 情報活用能力について 

本単元の実践で、児童生徒に必要なＩＣＴの基本操作 

○ ＰＣの起動や終了 ○ 写真や動画の撮影 ○ 写真や動画の視聴 写真や動画の編集 

○ 文字の入力 ファイルの呼び出し・保存 ○ アプリケーションの操作 ブラウザでのインターネット検索 

○ プレゼンテーション 問題解決のための活用 クラウドの協働作業 情報モラル・情報セキュリティ 
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６ 単元の指導と評価の計画（全６時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 重

点 

記

録 
評価規準・評価方法 

１ ・道案内を聞きながら、校

舎内を歩く。 

・自分たちも道案内をす

るという課題をもつ。

・道案内を聞きながら、校舎

内を歩く体験を通して、道

案内に興味をもつことが

できるようにする。

・単元の最後には、担任外の

教員に交流学級までの道

案内をすることを示し、単

元の見通しをもつことが

できるようにする。

態 【態度】〔行動観察〕 

道案内についてこれまでの経

験と結びつけて積極的に考え、単

元計画に沿って見通しをもって

いるか確認する。 

２ ・「分かりやすい道案内」

を知る。 

・道案内する場所と目印

になるものを確かめ

る。

・前時の体験を振り返り、指

示語の使い方や目印にな

るものなどの視点を示し、

相手に「分かりやすい道案

内」を理解することができ

るようにする。

知 【知・技】〔行動観察・発言・記述〕 

道案内をするために、必要な事

柄を選んでいるか確認する。 

３ ・目印になるものを撮影

しながら、道順を確か

める。

・次時以降の資料になること

を伝え、右折や左折をする

場所や、目印になるものを

撮影できるようにする。

知 ○ 【知・技】 

〔行動観察・写真の記録・発言〕 

目的地までの道順や、目印にな

るものを理解しているか確認す

る。 

４ 

・ 

５ 

本

時 

・道案内の内容を考え、

発表原稿を作る。

・相手に正しく伝えるための

ポイントを示したり、撮影

した写真を見たりしなが

ら、道順を想起することが

できるようにする。

・話す事柄を整理しながら、

発表原稿を作ることがで

きるようにする。

・発表方法を複数示し、自分

に合った方法を決めて、繰

り返し練習することがで

きるようにする。

思 

・ 

態 

○ 【思・判・表①】〔記述・発言〕 

相手に正しく伝えるためのポ

イントや、撮影した写真に基づい

て、話す事柄の順序を考えている

か確認する。 

【態度】〔行動観察〕 

課題に沿って練習しながら、道

案内の内容を考えているか確認

する。 

６ ・道案内の発表会をす

る。

・児童の道案内を聞きなが

ら、担任外の教員が校舎内

を歩くことを確認し、相手

意識をもって発表するこ

とができるようにする。

思 【思・判・表②】〔行動観察・発言〕 

伝えたい事柄や相手に応じて、

声の大きさや速さなどを工夫し

ているか確認する。 
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７
 
本
時
の
指
導
 

（
１
）
本
時
の
目
標
 

相
手
に
正
し
く
伝
え
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
撮
影
し
た
写
真
に
基
づ
い
て
、
話
す
事
柄
の
順
序
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
３
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
で
き
る
こ
と
 

個
別
の
ド
リ
ル
学
習
 

試
行
錯
誤
す
る
 

○
 

写
真
撮
影
す
る
 

念
入
り
に
見
る
 

録
音
・
録
画
と
再
視
聴
 

調
べ
る
 

分
析
す
る
 

考
え
る
 

○
 

見
せ
る
 

○
 

共
有
・
協
働
す
る
 

そ
の
他
 

（
 

）
 

（
４
）
活
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
 

○
 

Ｐ
Ｃ
（
ノ
ー
ト
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
 

電
子
黒
板
 

大
型
テ
レ
ビ
 

書
画
カ
メ
ラ
 

ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
 

○
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
（
ス
ク
リ
ー
ン
）
 

○
 

授
業
支
援
ソ
フ
ト
 

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
 

○
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
 

ド
リ
ル
教
材
 

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

そ
の
他
（
 

）
 

（
２
）
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
場
面
 

「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
－
追
補
版
－
」
20
20
年
６
月
 文

部
科
学
省
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【　 　　　　】（
５

）
学
習

場
面

で
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

の
仕

方
、

目
指

す
子

供
の

姿

本
時

で
は

、「
相

手
に

正
し

く
伝

え
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
や

、
撮

影
し

た
写

真
に

基
づ

い
て

、
話

す
事

柄
の

順
序

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
」
を

目
指

す
。
そ

の
た

め
に

、
以

下
の

二
つ

の
学

習
場

面
で

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

効
果

的
に

活
用

し
て

い
く

。
 

児
童

Ａ
 

児
童

Ｂ
 

児
童

Ｃ
 

児
童

Ｄ
 

児
童

Ｅ
 

児
童

Ｆ
 

児
童

Ｇ
 

〔
Ａ

１
 
教

員
に

よ
る

教
材

の
提

示
〕

 

校
舎

内
の

写
真

を
示

し
た

り
、

第
１

時
の

道
案

内
を

視
聴

し
た

り
し

て
、

道
案

内
を

聞
い

て
校

舎
を

歩
い

た
体

験
を

想
起

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
そ

の
中

で
、

提
示

す
る

写
真

の

順
番

や
順

序
を

表
す

言
葉

を
振

り
返

る
こ

と
で

、
「

分
か

り
や

す
い

道
案

内
」

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

。
ま

た
、

本
時

は
、

自
分

た
ち

が
道

案
内

を
す

る
た

め
の

発
表

原
稿

を
作

る
時

間
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

、
原

稿
の

例
を

見
な

が
ら

見
通

し
を

も
っ

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

〔
Ｂ

１
 
個

に
応

じ
た

学
習

〕
 

撮
影

し
た

写
真

を
見

な
が

ら
、

思
考

を
可

視
化

し
た

り
、

話
す

事
柄

の
順

序
を

捉
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
ま

た
、

ロ
イ

ロ
ノ

ー
ト
 

を
使

用
し

て
、

撮
影

し
た

写
真

を
並

べ
替

え
た

り
順

序
を

表
す

言
葉

を
加

え

た
り

し
て

、
発

表
原

稿
を

作
る

支
援

を
す
る

。
 

撮
影

し
た

写
真

を
見

な
が

ら
、

思
考

を
可

視

化
し

た
り

、
話

す
事

柄

の
順

序
を

捉
え

た
り

す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う

に
す

る
。

ま
た

ロ
イ

ロ

ノ
ー

ト
を

使
用

し
て

発

表
原

稿
を

作
る

支
援

を

す
る

。

撮
影

し
た

写
真

を
見

な
が

ら
、

思
考

を
可

視

化
し

た
り

、
話

す
事

柄

の
順

序
を

捉
え

た
り

す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う

に
す

る
。

ま
た

、
ロ

イ

ロ
ノ

ー
ト

を
使

用
し

て
、

撮
影

し
た

写
真

を

並
べ

替
え

た
り

順
序

を

表
す

言
葉

を
加

え
た

り

し
て

、
発

表
原

稿
を

作

る
支

援
を

す
る

。

撮
影

し
た

写
真

を
見

な
が

ら
、

思
考

を
可

視
化

し
た

り
、

話
す

事
柄

の
順

序
を

捉
え

た
り

す
る

こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

ロ
イ

ロ
ノ

ー

ト
を

使
用

し
て

発
表

原
稿

を
作

る
支

援
を

す
る

。

【　 　　　　】Ａ 一 斉 学 習 Ｂ 個 別 学 習【　 　　　　】
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（
６

）
本

時
の

指
導

案
（

４
・

５
／

６
）

学
習

活
動

 

指
導

上
の

留
意

点
 

（
◇

評
価

【
 

】
評

価
の

観
点

 
■

活
用

す
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
等

）

児
童

Ａ
 

児
童

Ｂ
 

児
童

Ｃ
 

児
童

Ｄ
 

児
童

Ｅ
 

児
童

Ｆ
 

児
童

Ｇ
 

導 入
 

1
0

分
 

１
 
学

習
課

題
を

把
握

す
る

。
前

時
ま

で
の

学
習

や
単

元
計

画
を

振
り

返
り

、
本

時
の

学
習

を
確

認
す

る
。

 

・
単

元
計

画
表

を
見

な
が

ら
、

確
認

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
・

校
舎

内
の

写
真

を
提

示
し

た
り

実
際

の
道

案
内

を
再

生
し

た
り

し
て

、
児

童
が

道
案

内
を

聞
い

て
校

舎
を

歩
い

た
体

験
を

想
起

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
■

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
教

師
に

よ
る

教
材

の
提

示
〔

Ａ
１

〕

展 開
 

7
0

分
 

２
 
発

表
原

稿
の

作
り

方
を

確
認

す
る

。
 

・
第

２
時

に
学

習
し

た
「

分
か

り
や

す
い

道
案

内
」

を
確

認
し

、
自

分
の

発
表

原
稿

の
中

に
取

り
入

れ
る

意
識

を
も

つ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
・

撮
影

し
た

写
真

が
、

目
的

地
ま

で
の

順
番

に
な

っ
て

い
る

か
確

認
す

る
よ

う
に

促
す

。
・

写
真

に
合

わ
せ

て
、

発
表

原
稿

を
考

え
る

よ
う

に
促

す
。

発
表

原
稿

を
文

字
で

書
く

、
ま

た
は

語
り

出
し

を
音

声
で

残
す

な
ど

方
法

を
選

べ
る

こ
と

を
示

し
、

自
分

に
合

っ
た

方
法

で
発

表
す

る
こ

と
を

伝
え

る
。

・
「

分
か

り
や
す

い
道

案
内

」
を

確
認

し
な

が
ら

、
順

序
を

表
す

言
葉

を
使

う
よ

う
に

促
す

。
 

■
W
in
do
ws

タ
ブ

レ
ッ

ト
個

に
応

じ
た

指
導

〔
Ｂ

１
〕

・
写

真
や

発
表

原
稿

を
、

ロ
イ

ロ
ノ

ー
ト

を
使

っ
て

整
理

す
る

こ
と

を
伝

え
る

。
・

基
本

的
な

ロ
イ

ロ
ノ

ー
ト

の
使

い
方

を
教

え
る

。
・
「

分
か

り
や
す

い
道

案
内

」
を

確
認

し
な

が
ら

順
序

を
表

す
言

葉
を

使
う

よ
う

に
促

す
。

 
■
W
i
n
d
o
w
s
タ
ブ
レ

ッ
ト

個
に

応
じ

た
指

導
〔

Ｂ
１
〕

・
撮

影
し

た
写

真
が

、
目

的
地

ま
で

の
順

番
に

な
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

よ
う

に
促

す
。

・
必

要
に

応
じ

て
語

り
出

し
を

音
声

で
残

せ
る

こ
と

を
伝

え
、

写
真

に
合

わ
せ

て
発

表
原

稿
を

考
え

る
よ

う
に

促
す

。
・
「

分
か

り
や
す

い
道

案
内

」
を

確
認

し
な

が
ら

、
順

序
を

表
す

言
葉

を
使

う
よ

う
に

促
す

。
 

■
W
i
n
d
o
w
s
タ
ブ
レ

ッ
ト

個
に

応
じ

た
指

導
〔

Ｂ
１
〕

・
写

真
や

発
表

原
稿

を
、

ロ
イ

ロ
ノ

ー
ト

を
使

っ
て

整
理

す
る

こ
と

を
伝

え
る
。

・
基

本
的

な
ロ

イ
ロ

ノ
ー

ト
の

使
い

方
を

教
え

る
。

・
「

分
か

り
や
す

い
道

案
内

」
を

確
認

 
し

な
が

ら
、

発
表

原
稿

に
盛

り
込

む
こ

と
を

促
す

。
 

■
W
in
do
ws

タ
ブ

レ
ッ

ト
個

に
応

じ
た

指
導

〔
Ｂ

１
〕

み
ち
あ

ん
な

い
の
 
じ

ゅ
ん

び
を
 
し

よ
う

。
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展 開 7
0

分
 

３
 
自

分
に

合
っ

た
方

法
で

、
発

表
原

稿
を

作
る

。
 
◇

相
手

に
伝

わ
る

よ
う

に
、

行
動

し
た

こ
と

や
経

験
し

た
こ

と
に

基
づ

い
て

、
話

す
事

柄
の

順
序

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

か
を

確
認

す
る

。
【

思
・

判
・

表
】
（

１
・

２
年

生
）

 

◇
相

手
に

伝
わ

る
よ

う
に

、
目

印
に

な
る

も
の

を
挙

げ
な

が
ら

、
全

体
と

中
心

な
ど

、
情

報
と

情
報

と
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

か
を

確
認

す
る

。

【
思

・
判

・
表

】

（
３

・
４

年
生

）
 

◇
相

手
に

伝
わ

る
よ

う
に

、
行

動
し

た
こ

と
や

経
験

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
、

話
す

事
柄

の
順

序
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
か

を
確

認
す
る
 

【
思

・
判

・
表

】

（
１

・
２

年
生

）
 

◇
相

手
に

伝
わ

る
よ

う
に

、
目

印
に

な
る

も
の

を
挙

げ
な

が
ら

、
全

体
と

中
心

な
ど

、
情

報
と

情
報

と
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

か
を

確
認

す
る

。

【
思

・
判

・
表

】
（

３
・

４
年

生
）

 

終 末
 

1
0

分
 

４
 
学

習
を

振
り

返
る

。
 

「
発

表
原

稿
を

作
る

こ
と
 

が
で

き
た

か
」
と

い
う

視

点
で

学
習

を
振

り
返

る
。

振
り

返
り

カ
ー

ド
に

記

入
す

る
。

 

・
道

順
と

写
真

が
合

っ
て

い
る

か
、

順
序

を
表

す
言

葉
を

使
う

こ
と

が
で

き
た

か
と

い
う

振
り

返
り

の
視

点
で

自
己

評
価

を
す

る
。

ま
た

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
て

発
表

原
稿

を
作

っ
た

感
想

を
発

表
す

る
よ

う
に

促
す

。

・
「

分
か

り
や
す
 

い
道

案
内

」
を

踏
ま

え
、
目

印
に

な
る

も
の

を
入

れ
る

こ
と

が
で

き
た

か
と

い
う

振
り

返
り

の
視

点
で

自
己

評
価

を
す

る
。
ま

た
、
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
て

発
表

原
稿

を
作

っ
た

感
想

を
書

く
よ

う
に

促
す

。

・
道

順
と

写
真

が
合

っ
て

い
る

か
、
順

序
を

表
す

言
葉

を
使

う
こ

と
が

で
き

た
か

と
い

う
振

り
返

り
の

視
点

で
自

己
評

価
を

す
る

。
ま

た
、
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
て

発
表

原
稿

を
作

っ
た

感
想

を
発

表
す

る
よ

う
に

促
す

。

・
「

分
か

り
や

す
い

道
案

内
」

を
踏

ま
え

、
目

印
に

な
る

も
の

を
入

れ
る

こ
と

が
で

き
た

か
、

順
序

を
表

す
言

葉
を

使
っ

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

た
か

と
い

う
振

り
返

り
の

視
点

で
自

己
評

価
を

す
る

。
ま

た
、
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
て

発
表

原
稿

を
作

っ
た

感
想

と
、

友
達

の
発

表
を

聞
い

て
思

っ
た

こ
と

を
書

く
よ

う
に

促
す

。
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